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研究成果の概要（和文）：本研究は授業や図書館において得ることのできるデータ解析を通じて学習者としての学生の
学びへの姿勢に関するモデル構築を目的とした．通常のアンケート解析による直接的な統計解析ではなく図書館の貸出
データなどから間接的な手法により潜在的な姿勢の把握手法の開発を目標とした．
　研究においては対象者の学習姿勢に関する情報を発見するための新しい指標の提案とデータ適用および考察を行った
．その結果，図書館データ解析より，法学部系の学生が文系の典型例となっていることなどの発見があった．授業デー
タ解析からは学ぶ内容に対する広い視野をもった学生の成績が良いことが見い出された．
　研究成果は国際会議・雑誌等で周知を図った．

研究成果の概要（英文）：The aim of this study is to model learner's attitudes to learning by analyzing 
the lecture and library data. Our analysis methodology is different from the statistical analysis of the 
answers to questionnare. We have proposed a new measure for extracting information about the learner's 
attitudes to learning.
 As the results, we have found that the representing faculty for art and humanity field is the faculty of 
law, which is different from our prediction. We also have found that the students who have wide view to 
lectures can get more outcome than those who concentrate too much to the lecture itself.
 Our research outcomes have been published through the international conferences, the international 
journals, invited lectures, and other opportunities.

研究分野：図書館情報学

キーワード： データ解析　図書館データ解析　授業データ解析　教育データ解析　受講姿勢推定　学びへの視野
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１．研究開始当初の背景 
本研究開始以前から，図書館データ（特に貸
出データ）や授業データの解析により，主に
学生を対象に，興味を持つ分野の広さを測る
指標を提案したり，授業や学習に対する自己
評価と成績の関連を調べたりする研究を行
っていた． 
 本研究においては，そのようなアプローチ
による研究を更に発展させ，授業に対する姿
勢（心の構え）など直接的な情報としては得
ることが困難であるパラメタを設定し，その
程度を推定することにより，より深く学生の
授業態度や図書館利用状況を理解すること
を目指した．また，その応用として，得られ
た知見に基づいた学習内容の推薦を行うこ
とにより，学生の状況に応じた学習支援を行
うことを目指した． 
 このような研究で得られた知見は大学と
いう教育機関のみならず，公共図書館を含む
生涯学習のための学習者のモデル化および
支援へと発展できるものと考えられる． 
 
２．研究の目的 
いわゆる大学全入時代を迎え，学生の学習意
欲の喚起や学習過程への支援は大きな課題
である．本研究では，図書館データや，より
直接的に授業関連データを新しい観点から
解析することにより，個々の学生の状況を踏
まえた学習支援システムを実現することを
目標に，その前提となる学生（学習者）のプ
ロファイルをモデル化することを研究の大
きな目的として設定した． 
 
３．研究の方法 
図書館や授業データ解析における従来の研
究では，統計解析やデータマイニングに関す
る一般的な手法をこれらのデータに適用す
るアプローチが多かった．たとえば，図書館
の貸出データに適用することにより，どのよ
うなパラメタ間にどの程度の関連があるの
かを調べるボトムアップ方式による研究が
一般的であった．また図書館が発表する公開
データとしては，１年間の貸出察洲や入館者
数といった代表値に留まることが多い． 
 本研究では，逆にトップダウン方式による
解析方法の開発に主眼を置いた．すなわち，
まず，与えられたデータから得られるであろ
う情報の中で，学習支援のための学習者プロ
ファイル情報としての意義のあるものを選
び出し，それに関する指標の候補を考案する．
次にデータに対して指標値を求め，その結果
を評価し，指標の改善を行ったり，別の指標
を追加したり，他の指標と組み合わせたりす
る．さらに得られた指標を基に，学習者の心
の構えを推測し，研究者が日常の経験から得
ている印象と矛盾などがないか否かを検証
する． 
 本研究で解析対象とするデータには１つ
の特徴がある．それは，データ量としては必
ずしも大量ではなく，その意味合いでは，い

わゆるビッグデータとは呼びがたいことで
ある．また解析対象データは，基本的に全て
のデータ（母集団そのもの）であり，サンプ
リングされたものではない．したがって，サ
ンプリングデータから母集団の状況を推測
するというアプローチは不要である．本研究
においては，このような特徴をもったデータ
の解析をスモールデータと呼び，そのような
データを対象とした解析手法の開発も意識
しつつ研究を行った． 
 
４．研究成果 
本研究の成果は，授業データの解析と図書館
データの解析に大別される．以下，それぞれ
のテーマに分け，その概要を示す． 
 
【授業データ解析】 
本テーマは通常の授業において収集可能な
データを解析することにより，学生の実態を
客観的に把握し，その結果として得られる何
らかの意味での学習者モデルを踏まえるこ
とで，学生にとってのより良い学習成果につ
なげることを目指すものである． 
 研究の当初には，本研究全体の目的を見据
え，学習支援システムの実現という形で研究
全体を捉えることを意図した（図１）． 

図１．学習支援システム概念図 
 

 本システムにおいては，学習者の学習環境
は，大学の教室という，それ自体を意識した
ものに留まらず，自宅における予習や復習，
そして個人的な興味や必要性に基づく自己
学習を含むものと考える．さらに，図書館に
おける自己およびグループ学習のみならず，
図書館職員からのアドバイスを受けた学習
も想定している．また，広くは外出中の空き
時間を活用した場面も想定している． 
 このような日常生活におけるあらゆる学
習場面を基本的には想定しているものの，現
実的には，現状として授業時間を利用したク
ラスにおいて得ることのできるデータの解
析を実施した． 
 このようなデータ解析は教育データマイ
ニング（Educational Data Mining）などと
呼ばれている．多くの研究者は e-Learning
な ど の 学 習 管 理 シ ス テ ム （ Learning 
Management System）における利用者のアク
セスログなどのデータ解析を行っている．本
研究では，このような環境を前提とはせず，
通常の授業環境において，手作業でも入手可
能なデータ解析を念頭においた．そのことに
より，本研究と同様の手法による解析は実際



上すべての授業を対象に実施できるものと
なっている． 
 そのようなデータの例として，本研究では，
期末に実施した授業の振り返り評価アンケ
ートの新たな解析手法の開発を試みた．評価
アンケートの項目は，大きくは学生が自分自
身を評価する項目と，授業を評価する項目に
分かれている．また，評価を数値で回答する
項目と，自由な記述（フリーテキスト）で答
える項目の両タイプがある． 
 図２は，通常の成績と同様に，学生が自己
評価した結果と試験の成績（素点）との相関
を示したものである． 

図２．学生の自己評価と試験成績の相関 
 
 その結果，両者の相関係数はほぼ 0に近い
負値となった．図２をさらに詳しく見ると，
試験の成績が平均を上回る学生の自己評価
が 40 点から 80 点の間に広く分かれる一方，
平均を下回る学生達の自己評価は平均以上
になっていることが分かる．これが相関係数
が正値にならない理由となっている． 
 なぜこのような現象が生じるかを考察し
た結果，成績上位の学生達は素直に自分の努
力を評価する学生と，自分の努力がまだまだ
不足しているので，もっと努力すべきだと評
価する学生とに分かれるということだと解
釈された．したがって自己評価の低い学生は，
自分の能力を肯定的に捉え，もっと努力する
ことにより良い成果が出せるものと考えて
おり，むしろ望ましい性格であるとみなすこ
とができる． 
 一方成績下位の学生達は，おおむね自己に
対する評価が甘く，ある程度の努力で満足し
ているものと解釈できる．このような傾向を
踏まえ，より真剣に努力するように，適切な
指導やアドバイスを行うことが重要であろ
う． 
 本研究の中期以降は，授業によって得られ
た成果をフリーテキストで記述してもらっ
た項目の解析に力点を置いた．解析の結果，
その中で学生が用いた用語と成績の間にあ
る程度の関連性が見いだされた．その傾向を
明確化するために，学生が用いた用語を４つ
のタイプに分類し，どのタイプの用語をどの
程度用いたかをその学生の用語プロファイ
ルとした．タイプとしては，（A）授業に直結
した用語，（B）授業に直結はしていないもの
と授業内容の幅を広げるために追加した内

容に関連した用語，（C）多くの学生が用いて
いる一般語，（D）一部の学生だけが用いてい
る一般語，を設定した． 
 その結果，B や D のタイプの用語を用いた
学生は全体的に成績が高く，逆に Aと Dの用
語を多く用いた学生は成績が悪い傾向のあ
ることが見いだされた．その結果をさらに詳
細に分析するために，用いた用語タイプとそ
の頻度から成績を推定した．推定された成績
と実際の成績の関連を示したのが図３であ
る． 

図３．実際の成績(x 軸)と使用用語タイプか
ら推定された成績(y 軸)との相関 

 
 その結果明らかになったのは，タイプ B,D
を用いる学生の成績が高く，タイプ A,C の頻
度の高い学生の成績が低いという傾向は，実
は中位の学生，すなわち平均点近辺の学生群
の傾向であることである．成績最上位の学生
や成績最下位の学生に関しては，推定された
成績はさほど極端ではない．これは非常に興
味深い結果である． 
 この結果の普遍性の検証や，更なる詳細分
析は今後の課題である． 
 
【図書館データ解析】 
 図書館データ解析の研究は，授業データ解
析以前より図書館マーケティングの１つの
手法として研究を行ってきたものである．そ
の成果を踏まえ，本研究においては，大学図
書館の図書館データをより詳細に解析する
ことにより，学生個人や学部などの単位で，
学習に関してどのような性格を持っている
のか，その特徴に関する結果を得，それを高
著した学習支援の在り方を探っていくこと
を狙っている． 
 本研究以前は，図書館の貸出データより，
学生個人の貸出パターンを探り，より望まし
い学生の貸出行動の特長を抽出することな
どに主眼をおいて，貸出データの解析を行っ
ていた．本研究では，その発展形として，ま
ず，学生が借りた図書の専門度なる概念を発
案し，それに基づいた学生の専門度として，
その学生が借りた図書の専門度の平均値を
採用した．このように定義された専門度に関
する学部単位の傾向を比較した結果が図４
である． 



図４．学部学生の専門度(x 軸)と専門度の範
囲(y 軸)による学部の性格比較 
 
 その結果によると PS(薬学部)がもっとも
専門度の高い図書を借りており，MD(医学部)
がそれに続く．医歯薬系は本データの供給元
である中央図書館とは別のキャンパスに位
置しており，身近なキャンパス図書館では入
手困難な図書を中央図書館で借りているも
のと推測できる． 
 ところが同じキャンパスに位置しながら
DD(歯学部)の専門度は全学部中最低となっ
ており，医学部・薬学部とは大きく異なり結
果となっている．一方専門度のばらつき（y
軸）で見ると，歯学部は医学部と同様にばら
つきが少なく，薬学部は平均的な値となって
いる．これらの結果は，それぞれの学部の特
長を表しているものの，その根本的原因は更
なる検討が必要である． 
 一方，ばらつきが最大であるのは 21 世紀
プログラムである．本学部は，従来対照的に
捉えられてきた理系と文系の融合を目指し
て設立された学部である．そのため，学生の
興味も広いものと考えられ，専門度レベルに
おいても幅広い傾向が見て取れる． 
 学生個人や学部毎の興味分野の傾向分析
も興味深い．日本ではほとんどの図書館にお
いて資料の分野を日本十進分類（NDC）番号
により分類し，それに基づいた配架を行うな
どして管理している．本研究では NDC の最上
位桁 0～9を分野の代表として採用した． 
 図５に，学部毎に，その所属学生が借りた
図書の NDC分野の割合を興味分野のプロファ
イルとして表したものである． 

図５．興味範囲のプロファイル（学部別） 
 
 いわゆる理系学部は自然科学（NDC400）を
中心に，文系学部は社会科学（NDC300）を中
心に貸し出されていることが見て取れる．た
とえば，DD(歯学部)や PS(薬学部)，SC(理学

部)は NDC400 の割合が高い．一方，EC(経済
学部)，LA(法学部)は NDC300 の割合が高い． 
 このプロファイルは分野を成分とするベ
クトル表示であるため，コサイン類似度など
による近さの評価が可能である．本研究では，
学部や学生の文系・理系バランスの評価とし
て，文系の代表として社会科学（NDC300），
理系の代表として自然科学（NDC400），それ
以外の３分法による学部の位置付けを調べ
た．その結果を図６に示す． 

図６．社会科学，自然科学，その他の３分法
による学部の性格付け 

 
 その結果，文系学部と見なされる学部は社
会科学の頂点とそれ以外（Other）の頂点を
結ぶ辺の近くに位置し，理系学部は自然科学
の頂点と Otherの頂点を結ぶ辺の近くに位置
することが分かる．また，社会科学頂点に最
も近いのは LA(法学部)であり，それに続いて
EC(経済学部)が位置している．これらの学部
は確かに文系の代表格であると言える．一方，
理系に関しては SC(理学部)と PS(薬学部)が
典型的である． 
 興味深いのは理系の中で最も理系的でな
いのは MD(医学部)と TE(工学部)であるとの
結果が得られた．その理由としては医学部は
科学としての側面だけではなく，臨床医学な
ど人間に関する理解が必要であるなど，薬学
部や歯学部と比べて幅広い分野の興味が必
要であることに由来するものと考えられる．
また，工学部においても，科学としての側面
だけではなく，技術面は社会的な応用といっ
た自然科学以外の側面が大きいことの現れ
てあるものと考えられる． 
 学生個人や学部の興味分野解析の応用と
して，それぞれの学生のプロファイルがどの
学部のプロファイルに近いかを調べ，仮想学
部と呼ぶことにした．図７に結果を示す． 

図７．学生の実際の所属に対する仮想（実際
に貸出傾向が類似した）学部の割合 



 基本的には自分が所属学部のプロファイ
ルのもっとも類似したプロファイルを持っ
た学生が多いものの，他の学部に近い学生も
少なからず存在することが分かる．たとえば，
SC(理学部)の場合，理学部全体のプロファイ
ルと類似した学生が約 20%程度いる一方，
PS(薬学部)とプロファイルが類似した学生
も，それに匹敵する割合で存在する． 
 このような解析を進めることにより，詳細
化された興味分野の類型化が可能であるか
もしれない．このようなアプローチによる更
なる解析は今後の課題である． 
 日本十進分類（NDC）を分野識別として利
用する上で大きな問題が存在する．それは実
質的には類似分野であると考えられる分野
が NDC上は離れた番号である場合が存在する
ことである．たとえば，情報科学は総記分野
の下位レベルである 007に割り当てられてい
る．これは自然科学の 400 や工学関係の 500
とは大きく離れた番号である． 
 この問題への対処として，同一利用者が借
りる割合の高い NDC番号は同じ分野であると
考え，もっとも一致制の高い上位 NDC 番号の
分野を仮想 NDC と呼んで解析した．その結果
を図８に示す． 

図８．仮想 NDC において本来の NDC 上位分類
と頃なる NDC 分類の数．左（青）は流入数，
右（赤）は流出数． 
 
 図８は，それぞれの分野毎に他の NDC 分野
から仮想 NDC分野として加わった小分野数と，
その分野から他の分野に移動した小分野数
を示している．予想通り社会科学（NDC300）
と自然科学（NDC400）は，他の分野からの流
入が他の分野への流出を大きく上回ってい
る． 
 それ以外の分野は基本的に流入数よりも
流出数が多いものの，文学（NDC900）だけは
流入が幾分上回っている．これは文学関係の
図書は文学を主として借りる利用者によっ
て借りられていることを示唆している． 
 以上見てきたように，様々な観点からデー
タを評価するための指標を提案し，その指標
を通して，データに現れた現象を把握するこ
とにより，本研究の主な対象者である学生の
様々な行動の傾向を把握することができた．
本研究の持つ，このようなアプローチは他の
研究者の多くは採用しておらず，本研究の大
きな特徴である． 
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